
2005年度 社会科学研究所 指定・共同・個人研究会活動報告 181 

lifJi2005年度:社会科学:研究所研究会ー覧
指定研究(3件)

-京都の伝統産業と東西本願寺門前町に関する総合的調査研究 (代表:河村 能夫)

・ヨーロッパ私法に関する総合的研究 (代表:川角 由和)

.都市のにぎわいと生活の安全に関する経済学的研究:京都市とその周辺地域を対象とした事例研究

(代表:井口富夫)

共同研究(8件)

-宗教民事紛争の研究 (代表:鈴木 龍也)

征治)

憲司)

・知的財産権取引における契約の研究 (代表:武久

・イノベーションと企業規模の関連に関する実証的研究:京都企業について (代表:松岡

.中国の持続可能な発展と環境:環境法・環境政策・環境紛争に関する日中共同研究

-学生・若年者をめぐる社会状況の変化と社会保障法・雇用保障法の課題

・日本の対アフリカ協力政策の参加型評価のこころみ

-教養教育の国際比較

-地方のコミュニテイメディアにおける非営利放送に関する研究

-滋賀県における市町村合併と市民社会

.刑務所民営化と地域社会

個人研究(3件)

-帰化行政に見られる日本政府の外国人処遇政策

(代表:北}II 秀樹)

(代表:脇田 滋)

(代表:大林 稔)

(代表:上垣 豊)

(代表:松浦さと子)
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